平成25年4月13日
関係御各位殿
プリンテッド・エレクトロニクス研究会2013年度会員登録のお知らせ
平素より大変お世話になっております。
この度、2013年度会員登録のご案内を申し上げます。

既にご登録頂いている方も、お手数ですが再度ご提出お願い致します。

申込書受理後、請求書を送付させて頂きます。
―　記　―
１．主催：大阪大学産業科学研究所
協賛：財）産業科学研究協会

協力機関：近畿経済産業局
２．会費：
賛助会員(1社）入会費45,000円/　年会費　45,000円 (継続の場合は年会費のみ)
お問い合わせは、メール（pe@eco.sanken.osaka-u.ac.jp）にてお願いします。
PE研究会URL：http://www.printedelectronics.jp/
以上．
――――――――――――――――――――＜返　信＞――――――――――――――――――
大阪大学産業科学研究所菅沼研内PE研究会　宛
FAX：06-6879-8523
e-mail：pe@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
プリンテッド・エレクトロニクス研究会に参加いたします。
ご担当者名
：








御社名　
：








機関名・役職　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話
：



FAX：　　



電子メール
：








住所　　　　　　  ：〒





        
コメント等ご自由に：






　　　　
プリンテッド・エレクトロニクス研究会発足の趣旨
プリンテッド・エレクトロニクス技術（PE）は、従来のエレクトロニクス製造に根本的な変革をもたらし、新しい大きなエレクトロニクス市場を切り開くものと期待されています。その技術は、省資源であるとともに、プロセス低温化による省エネルギーにより真の低炭素社会を実現し、経済的でありながら超微細から大面積の製造を可能にするスケーラビリティーを有し、様々な形のフレキシブル・エレクトロニクスを実現します。
既に、欧州では2000年頃からRFIDや照明開発の大規模プロジェクトを継続し、特に、ドイツの国家プロジェクトでは数百億円規模の開発費が投入され、一部の製品は上市されるまでに至っています。これを推進する電機メーカや大手化学メーカ、更にベンチャー企業が、活発な活動を継続しています。一方、米国では、環境技術開発を追い風として、数々のベンチャー企業がディスプレイ、2次電池、有機ソーラー技術などを確立しつつあります。近隣諸国、中でも台湾と韓国の組織的活動には目を見張るものがあり、欧米に勝るほどの成果も公表され始めました。
一方、国内の大学や企業が有する有機・無機・金属のナノインク技術、フレキシブル基板や封止技術、特色ある解析・シミュレーション技術は、常に世界の最先端を歩んで来ました。また、日本には、高度な印刷技術を有する企業と新たな市場を形成すべきデバイス製造企業があります。次の5年、10年の近未来には、新世代の安全安心・環境調和を実現するフレキシブル・エレクトロニクス機器の誕生と、飛躍的な市場拡大・獲得が期待されますが、この状況を的確に見据えた要素技術開発、あるいは、統合されたサプライチェーンの形成が急務ではあります。しかし、残念ながら、現在、国内の活動は個々のグループに留まるばかりで、来るべき新たな産業界全体を俯瞰したものとはなっておりません。
このような状況を鑑み、国内に新たな市場を見据えたPEに関する統合的な情報交換、情報発信、共同開発提案の場を設け、産官学ともにPE技術開花のための原動力とすることを提案致します。以上の本会趣旨をご理解頂けましたら、是非、本研究会へご参加頂き、活発なご意見をお寄せ頂けましたら幸いと思います。
平成25年4月1日
プリンテッド・エレクトロニクス研究会
大阪大学産業科学研究所　菅沼克昭、安蘇芳雄
東京大学　新領域創成科学研究科　竹谷純一
